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 [Abstract] 

還元型 Vitamin Cは電子供給体（還元剤）と評価されているが、臨床的に生体の検体を用いて酸化還元電位の測

定を行って、それを証明した報告（1）は少ない。それで今回、重症な状態でない外来患者のべ 79人（女性 52人、

男性 27 人）に対して、還元型 Vitamin C25g/蒸留水 250ml を点滴投与し、その投与前後の唾液酸化還元電位を

測定しました。その測定器には、日本製の唾液酸化還元電位測定器「アラ！元気」（2）を使用しました。併せて、

比較薬剤として Glutathione1g/生食水 100ml をのべ 122 人（女性 77 人、男性 45 人）に対して点滴投与し、そ

の投与前後の唾液酸化還元電位をも測定しました。 

その結果、1）還元型 Vitamin C25ｇ投与では、saliva-ORP値の変化の平均値差は、女性のべ 52人で 

-56.5mv, 男性のべ 27 人では-92.4mv で、両性とも著明でした。また、両性で、有意水準 0.01（1％）でその投

与前後の平均値差は有意でした。2）他方、Glutathione1ｇの投与では、saliva-ORP 値の変化の平均値差は、女

性で-3.77mv, 男性では-5.16mv で、両性ともにわずかでした。そして、両性で、有意水準 0.1（10％）に設定し

ても平均値差は有意ではありませんでした。 

今回のこれらの結果から、還元型 Vitamin C25ｇの一回点滴療法は、生体への安全な電子供給（還元剤供給）

方法であることが示唆されました。 

現在、重症化した新型コロナ感染肺炎の治療に、日本国内では、還元型 Vitamin C10～25ｇ/1 日の投与はなされ

ていませんが、他国では使用実績（6）（7）（8）があり、効果が認められていますので、日本でもこの処方を活用する

ことが望まれます。其の為にも、日本国以内において、25g（ないし 10ｇ）の高容量ボトル薬剤が保険適応にな

ることが、熱望されます。 

Although reduced Vitamin C has been evaluated as an electron supplier (reducing agent), there are few reports（1） 

that have clinically demonstrated this by measuring redox potential using biological specimens. In this study, we 

administered 25g of reduced Vitamin C/250ml of distilled water intravenously to 79non-critically ill outpatients 

(52 women and 27 men) and measured salivary redox potential before and after the administration. 

 A measuring device used was a salivary redox potential measuring one made in Japan, and named "Ara! Genki"（2）. 

At the same time, one gram of Glutathione/100ml of normal saline was administered intravenously to a total of 122 

subjects (77 women and 45 men) as a comparison drug, and salivary redox potential was also measured before and 

after the administration. 

The results showed that 1) the mean difference in the change in saliva-ORP values was -56.5mv in all 52 females 

and -92.4 mv in all 27 males, which was significant in both sexes when 25 g of reduced Vitamin C was administered. 

(2) On the other hand, the mean difference in the change in saliva-ORP was -3.77 mv in females and -5.16 mv in 

males with Glutathione 1g, which was slight in both sexes. And in both sexes, the mean difference was not 

significant even when the significance level was set at 0.1 (10%). 

These results suggest that a single intravenous infusion of 25g of reduced Vitamin C is a safe method of supplying 
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electrons (reducing agent) to the body. 

Currently, 10-25g/day of reduced Vitamin C is not administered in Japan for the treatment of severe pneumonia 

caused by new coronary infections, but it has been used and proven effective in other countries（6）（7）（8）. It is hoped 

that this prescription will be utilized in Japan as well. For this reason, it is eagerly awaited that a high-volume bottle 

of 25g (or 10g) of the drug will be covered by insurance in Japan. 
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Vitamin C 及び Glutathione は人体に対して、電子供給体（還元剤）として作用すると言われているが、臨床的

にそれらの薬剤の投与前後に、生体検体の酸化還元電位を検討した文献は少ない（1）。そこで、国産の、唾液酸化

還元電位測定器「アラ！元気」（2）を利用して、これらの薬剤を生命危機のない状態の、成人男女に点滴投与して

唾液酸化還元電位（以下 saliva-ORP）の値（単位mv）を測定し、その変化値を計算し、その集計から、それら

の薬剤の電子供給体（還元剤）としての有用性の有無を明らかにすることを目的とした。 

2.方法 

2-1）使用薬剤は以下の表Ａ-1 の通りです。 

使用薬剤名 表Ａ-1 

番号 商品名 製造元 剤型 保存 入手方法 

1 Ascorbic-Acid Injection, 

USP 500mg/mL 

アイルラン

ド 

Mylan 

 

25g/50ml 

ガラス瓶入り 

製造後から診療

所への到着まで

の間の保存温度

が 2～8℃に設定 

共同購入 VC

受注代行セン

ターに依頼し

て、個人輸入 

2 Glutathione注射用 200mg

「タイヨー」 

日本製 

武田テバフ

ァーマ社製

造 

凍結乾燥品 室温 日本国内 

3 注射用水（500mL ソフト

バッグ） 

日本製 

ヒカリ製薬 

蒸留水 500ml 室温 日本国内 

4 硫酸Mg補正液 1mEq/mL 大塚製薬 液体 20ｍl 

プラスチック

アンプル 

室温 日本国内 

5 生理食塩液 PL「フソー」

100ml 

扶桑薬品 液体 100ml 室温 日本国内 

 

備考：Mylan社の薬剤添付書によると、この溶液 1ml の中の含有物は以下の通りです。 

  Ascorbic Acid (Vitamin C) 表Ａ-2  

含有物名 日本語名 分子式 溶液１ml 当た

りの重量mg 

分子量 配合の目的 

Ascorbic Acid 

(Vitamin C) 

アスコル

ビ ン 酸

（ビタミ

ンＣ 

C6H8O6 500 176.12  

Disodium Edetate

（EDTA） 

エデト酸

二ナ ト リ

ウム 

C10H14N2Na2O8 · 

2H2O 

0.25 372.24 金属のキレー

ト（錯化）剤？ 

Sodium Hydroxide 水酸化ナ

トリウム 

NaOH 110 40.0 PH 調整 
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Sodium Bicarbonate 炭酸水素

ナトリウ

ム) 

NaHCO3 不記載 84.0 PH 調整 

 

Ascorbic-Acid Injection, USP 500mg/mL の購入価格は７０瓶一単位で約 18万円でした。 

 

2-2）調剤方法 

a. Vitamin C25ｇ液は、点滴の直前に、上記 3.の注射水バッグの量を 250ml に減量し、そのバッグの中に、4.の

硫酸 Mg 補正液 1mEq/mL の 3ml と 1.の Ascorbic-Acid Injection, USP 500mg/mL の 50ml を注入して作成しま

した。（硫酸Mｇ補正液を混注する目的は点滴時の血管痛を軽減させるためです。）点滴所要時間は 30 分から 50

分です。調剤溶液の浸透圧は、氷点降下法では、981mOsm/kg・H2O   となり、生理食塩水の 285mOsm/kg・

H2O の約 3.44 倍になります。（2021.8.16 日本臨床に依頼して計測。参考値となります。）ビタミンＣと硫酸マ

グネシウムのみでの理論上（計算上）の値は、参考資料 3-1 に提示しましたように、約 573.1mOsm/kg・H2O で

すが、実際には、やはりNaOH のせいで更に高値になりました。 

   

上の写真 1.は薬剤 3. 注射用水（500mL ソフトバッグ）と 薬剤 1.Ascorbic-Acid Injection, USP 500mg/mL と薬

剤 4. 硫酸 Mg補正液 1mEq/mL を示します。 

 

b. Glutathione1ｇ液は、点滴の直前に、Glutathione 注射用 200mg乾燥品の 5 本を、5. の生理食塩液を利用して

溶解し、再び 5.の生理食塩液 PLに注入して作成した。点滴所要時間は 10分から 15 分です。 

調剤溶液の浸透圧は、約 318.5mOsm/kg・H2O  となり、生理食塩水の 285mOsm/kg・H2O の約 1.1 倍になり

ます。計算式は参考資料 6-2 に提示しました。 

2-3）対象者からの同意取得法 

a. 薬剤投与の最初の日に、薬剤の効能、副作用などを文書で説明し、点滴投与同意書を作成しました。 

b. Vitamin C点滴投与する対象者には、前もって、血液のＧ6ＰＤ（グルコース 6 リン酸脱水素酵素）測定を専

用のバイオセンサーCare Start G6PD Biosensor Analyzer で行い,異常のないことを確認しました。  

c. 各薬剤の投与直前と投与終了直後の唾液の酸化還元電位（saliva-ORP）を唾液酸化還元電位測定器「アラ！

元気」（2）で測定することをも対象者に説明しました。「アラ！元気」については、参考資料 2-1で説明します。 

2-4)  唾液酸化還元電位（s-ORP)（単位：mV)測定器 写真 2. 
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2-5) 唾液酸化還元電位（s-ORP)測定法 saliva-ORP 測定値の臨床的評価 図 1. 

 
この機器の利用法：水素水摂取（3）、ウーロン茶摂取（4）、Ｍｉエナジー（生体電子付与器）使用（参考資料 4）の効果

判定に活用されています。 

2-6) 期間：2018.5.16～2019.9.3  

2-7）統計処理方法 

症例登録はデーターベース・ソフトの file maker pro (version8)を使用し、検査項目の平均値、標準偏差を求め

た。  測定値のグラフ作成、唾液酸化還元電位平均値の差のｔ検定は、Microsoft Excel(version 2016)を使用し

た。  唾液酸化還元電位平均値の差のｔ検定での、Ｐ値の算出は、対応有り、両側検定で行った。Ｐ値<0.05 で

有意差ありと判定した。 

 

3.対象 
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3-1) 投与対象者背景   ４グループ区分表 

表 B に示すように、女性合計: のべ 129 人（実人数 44 人） 男性合計: のべ 72 人（実人数 4人） 

男女合計: のべ 201 人（実人数 48 人） です。 

投与対象者背景   ４グループ区分表 {薬剤別、男女別のべ人数、実人数、年齢、BMI（比体重）=体重 kg/(身

長 m)2} 表Ｂ  

 Vitamin C 25g 

点滴 女性 

（グループ 1） 

Vitamin C 25g 

点滴 男性 

（グループ 2） 

Glutathione1ｇ 

点滴女性 

（グループ 3） 

Glutathione1ｇ 

点滴男性 

（グループ 4） 

のべ人数 52 27 77 45 

実人数 32 3 12 1 

年齢最小 21 49 21 79 

年齢最大 78 80 78 80 

年齢平均 49.7 71.9 54.6 79.2 

年齢標準偏差 19.5 6.5 12.5 0.4 

     

BMI 最小 17.1 20.4 19.7 20.4 

BMI 最大 30.8 23.2 30.8 20.4 

BMI 平均 22.1 22.3 26.5 20.4 

BMI 標準偏差 2.7 1.3 2.8 0 

     

下位区分 ＊グループ 1-a: 

Vitamin C25g 単独

投与の２０人（実人

数４人）。 

＊グループ 1-b: 

Glutathione1 ｇ を

先に点滴してから、

Vitamin C25g を投

与した 9 人（実人数

5 人）。グループ３

に再集計されてい

ます。 

＊グループ 1-c： 

静脈麻酔・手術後に

Vitamin C25g を投

与した 23 人（実人

数 23 人） 

＊Vitamin C25g 単

独投与の 18 人（実

人数 2 人）。 

＊ Glutathione1 ｇ

を先に点滴して、そ

の後 Vitamin C25g

を投与した 9 人（実

人数 1 人）。グルー

プ４に再集計され

ています。 

  

 

 

3-2） 対象者の有疾患あるいは状態  

Vitamin C25ｇ点滴療法の対象者の病名あるいは状態は以下の表 C（女性）,表 D（男性）の通りです。 
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Glutathione1ｇ点滴の対象者の病名あるいは状態は以下の表 E（女性）,表 F（男性）の通りです。 

 

（グループ 1）Vitamin C25ｇ点滴した、女性のべ 52人（実人数 32人）の病名あるいは状態. 表 C 

病名あるいは状態 延べ人数 実人数 備考 

流産手術直後 23 23 22人は（Atropine 0.25mg/0.5ml 

+Propofol50mg/5ml+Fentanyl0.25mg/5ml 

+Naloxone 0.2mg/1ml）静脈麻酔・手術直

後、 

１ 人 は (Atropine 0.25mg ＋ Propofol 

50mg+Ketalar50mg/5ml)静脈麻酔・手術直

後 

円形脱毛症・食思不振 14 1  

乳がん術後 6 2  

外陰萎縮性苔癬 2 1  

掌蹠膿疱症 2 1  

糖尿病・難治性外陰カンジダ症 2 1  

アトピー性皮膚炎 1 1  

原発性胆汁胆管炎 1 1  

子宮膣部糜爛の冷凍療法術直後 1 1  

合計 52 32  

 

（グループ 2）Vitamin C25ｇ点滴した、男性のべ 27人（実人数 3 人）の病名あるいは状態. 表 D 

病名あるいは状態 延べ人数 実人数 

認知症（大脳・海馬萎縮） 9 1（Ｋ氏） 

saliva-ORP の日常的高値 17 1（A氏） 

無病 1 1 

合計 27 3 

 

（グループ 3）Glutathione1ｇ点滴の女性のべ 77人（実人数 12人）の病名あるいは状態. 表 E 

病名あるいは状態 延べ人数 実人数 

糖尿病+難治性外陰カンジダ症 33 1 

外陰萎縮性苔癬 16 1 

掌蹠膿疱症 9 1 

乳がん術後 6 1 

アトピー性皮膚炎 5 3 

糖尿病 4 1 

C 型肝炎 1 1 

不明 3 3 

合計 77 12 

 

（グループ 4）Glutathione1ｇ点滴の男性のべ 45人（実人数 1 人）の病名あるいは状態. 表 F 
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病名あるいは状態 延べ人数 実人数 

痴呆症（大脳・海馬萎縮） 45 1（Ｋ氏） 

合計 45 1 

 

4. 参考 

4-1) 参考  pHとORP(酸化還元電位）の違い 表 G 

 
 

4-2)  参考 VC点滴投与時の血漿濃度変化 グラフ 0 （8） 

 
4-3）  参考 VC25g 点滴投与時の薬物動態パラメーター値 表 H（8） 
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5. 結果   (各グループの s-ORPの変動のグラフ表示) 

5-1) ビタミン C25g 点滴前後の唾液酸化還元電位の変動（グループ 1.女性のべ 52 人）グラフ 1 

 

 

 

5-2) ビタミン C25g 点滴前後の唾液酸化還元電位の変動（グループ 2.男性のべ 27 人）グラフ 2 
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5-3) グルタチオン 1g 点滴前後の唾液酸化還元電位の変動（グループ 3.女性のべ 77 人）グラフ 3 

 
 

5-4) グルタチオン 1g 点滴前後の唾液酸化還元電位の変動（グループ 4.男性のべ 45 人、実人数 1 人） 

グラフ 4. 
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5-5） ４グループの変動値一覧表 （平均値、有意差判定）表 I.  

 
 

6. 結論 

1.今回の唾液酸化還元電位測定の結果から、還元型 Vitamin C25ｇの一回点滴療法は、生体への有効な電子供給

方法であることが示唆された。 

2.それゆえに、この処方により、新型コロナ感染肺炎（5）（6）（7）のみならず、過剰酸化状態を伴った各種の病態(敗

血症（9）など）に対して、有効性が期待できる。 

3.比較の Glutathione1g の点滴療法は、投与モル濃度が少ない為、生体への電子供給方法としての有効性は認め

なかった。 
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4. 還元型 Vitamin C25ｇの活用及び酸化還元電位測定器の普及が望まれる。 
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7）Boretti A, Banik BK. (2020) Intravenous Vitamin C for reduction of cytokines storm in acute respiratory 

distress syndrome（急性呼吸窮迫症候群におけるサイトカインストーム低減のための Vitamin C点滴） Pharma 

Nutrition 12:100190. https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/32322486 

8）Ping Chen et al（ 2022）  Pharmacokinetic Evaluation of Intravenous Vitamin C: A Classic 

Pharmacokinetic Study. Clinical Pharmacokinetics  61:1237–1249 
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thiamine, and glucocorticoids in the early treatment of sepsis  Chest 158:164-173. （敗血症の早期治療に

おけるアスコルビン酸、チアミンおよびグルココルチコイドを用いた代謝蘇生の結果） 

 https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/32194058 

 

8. 参考資料 

参考資料 1-1.Vitamin Cと Glutathione の特性比較 

（下記の表から、Vitamin C25ｇは Glutathione1ｇの 86 倍の還元基を持っていることが分かります。） 

（0.142×2）/0.0033≒86 

Vitamin C とGlutathioneの特性比較 表 J 

 分子量 分子式 構造式 還元作

用のあ

る基 

還元作用

のある基

の数 /一

分子あた

り 

使用量

のモル

数 

還元基の総数（人

体に付与できる電

子 e-の数） 

Vitamin C（25g） 176.12 C6H8O6 下図 -OH(水

酸基) 

2 0.142 6.022 × 1023 ×

0.142×2 

https://doi.org/10.3390/nu11051031
http://www.isi-sys.net/futokukai/appli_f/rev_2012_koku04.pdf
79_B_野﨑久美-本文.indd%20(sagami-wu.ac.jp)
https://orthomolecular.acemlna.com/lt.php?s=16a768061a945e690fd89ad6427f138d&i=191A195A1A9332
https://orthomolecular.acemlna.com/lt.php?s=16a768061a945e690fd89ad6427f138d&i=191A195A1A9333
https://orthomolecular.acemlna.com/lt.php?s=16a768061a945e690fd89ad6427f138d&i=191A195A1A9375
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/32194058
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Glutathione(1g) 307.32 C10H17N3O6S 

 

下図 -SH( チ

オール

基) 

1 0.0033 6.022 × 1023 ×

0.0033×1 

モルの定義 

＊原子や分子の数はそのままでは膨大な桁の数になるため､6.022×1023個（アボガドロ数）集まったもの（１モ

ル）を単位として取り扱います。 

＊原子（または分子）１モルの質量は､原子量（分子量）にグラムをつけた量になり、これを１グラム原子（分子）

といいます。 

＊例えば、12 g の炭素の中には、炭素原子が 6.022×1023個存在する。この 6.022×1023個の粒子の集団を１モル

とい言います。 

参考資料 1-2. Vitamin C構造式 （図 2） 

Vitamin C の還元基は下図の赤線で囲んだ、2個のーOH(水酸基に Vitamin C の還元基は下図の赤線で囲んだ、

2 個のーOH(水酸基あります。 

    ⟹H+を 2 カ所で人体に放出⟹  

  還元型 Ascorbic acid                   Dehydro（酸化型）ascorbic acidとなる 

 

参考資料 1-3. Glutathione の構造式 （図 3） 

Glutathione はグルタミン酸（glutamate）とシステイン(cysteine)とグリシン（glycine）の 3 種類のアミノ酸が結

合したものです。還元作用のある基は、真ん中のシステインの-ＳＨ（チオール基）にあります。 

 

 

 

2 分子の Glutathione は、チオール基の水素原子を人体に供給すると、下図のように、-S-S-結合して酸化型

Glutathione になります。 
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参考 2. 唾液による酸化還元電測定器の「アラ！元気」について 

参考資料 2-1.  「アラ！元気」の取扱い方法 

この機器は、特殊な白金電極を使用して、唾液の酸化還元電位を 1分で簡単に測定するものです日本人の発明で

す。詳しくは、以下のサイトに取扱い説明書があります。 

唾液で健康の測定できる (kdd1.com) http://www.kdd1.com/keiki/054/genki.html 

 

参考資料 2-2. saliva-ORP測定値の臨床的評価 

解説書の「唾液は何でも知っている」47ページには、岡沢クリニック（岡澤美江子院長）における 

３６３１名の測定値結果がつぎのグラフで示されています。そして、測定値が+50mv以上で酸化状態、+100 以

上で強い酸化状態と評価されています。（この評価基準に基づいて、今回の当院の対象者平均値を判定すると、薬

剤投与前の saliva-ORP値（αや B）の平均値が 100.8～120.9mvとなっており、強い酸化状態でした。 

 

＊血液と同等の様々な体内の情報を待つ人間の唾液の酸化度合いを測定することで、健康状態の判断材料にする

酸化還元確認計 Oxidation ＆ Reductionです。 

＊人間の唾液の酸化体と還元体の活量比率を総合的に演算し、唾液で体内が酸化状態にあるのか還元状態にある

のかを 1分以内の高速で測定できます。 

＊電源・測定ボタンの2つを押すだけの簡単操作と、電子回路による自動校正機能によりいつでも測定できる上、

採血のような苦痛を伴わずに唾液を少量綿棒に含ませるだけで、乳幼児から高齢者まで安全で衛生的な測定がで

きます。 

＊飲食前後の測定により、摂取した飲食物が自分の体内で酸化状態か還元状態（抗酸化作用）かを確認できるた

め、食生活習慣の改善が図れます。自覚症状が現れる前や病名が分かる前の未病段階で自分の身体の過労や不調

を体調度として確認。早期対応が図れます。 

参考資料 2-3. 発売中止情報  

＊筆者はこの測定器を 2016 年 8 月 8 日に購入しましたが （価格は約 20万円）,残念なことに製造販売元の㈱リ

ブ・アンド・ラブは 2020.2.8 に倒産して、もう販売していません。会社再建資金の援助があれば再度生産できる

との代表者の電話での話でした。 

＊この機器のほか、唾液のみならず血液の酸化還元電位も測定できる、RedoxSYS Analyzer 生体レドックスバラ

ンス測定装置 | BRC バイオリサーチセンター (brck.co.jp)もありましたが、こちらも、なぜか、現在発売中止に

なっています。 

 

参考資料 3. 調剤溶液の浸透圧の計算式 

3-1. Vitamin C25 溶液の浸透圧 

＝[｛(使用 Vitamin C 重量/分子量)×1000+（硫酸マグネシウム 3ml モル濃度 0.5×電離倍数 2）｝/（蒸留水量+

硫酸マグネシウム液量）]×1000 

＝[｛（25/176）1000+3｝/（250+3）]×1000 

≒573.1mOsm/kg・H2O   となり、 

生理食塩水のその値＝285mOsm/kg・H2O の約 2倍になります。 

ただし、実際の調剤溶液の浸透圧は、氷点降下法では、981mOsm/kg・H2O   となり、生理食塩水の285mOsm/kg・

H2O の約 3.44 倍になります。（2021.8.16 日本臨床に依頼して計測。検体上の問題があるため、参考値となり

ます。）これは、含有されている NaOHの影響です。 

3-2. Glutathione1ｇ溶液の浸透圧は、 

https://product.brck.co.jp/maker/a/aytubioscience/oxidationreduction
https://product.brck.co.jp/maker/a/aytubioscience/oxidationreduction
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＝[{（NaCl 重量/NaCl 分子量）×電離倍数×解離定数+(Glutathione 重量/Glutathione 分子量)}×1000/生食水

液量]×1000 

＝[{(0.9/35.5)×2×0.93+（1/307.32）}×1000/100]×1000 

≒31.85mOsm/100ml・H2O 

=318.5mOsm/kg・H2O  となり、 

生理食塩水のその値＝285mOsm/kg・H2O の≒1.1倍になります。 

 

参考資料 4. 電位治療器 Mi エナジー実施前後の唾液酸化還元電位の変動（逆効果の結果） 

実施期間：は 2017 年 1月 10 日から同年 2月 3日まで。 

対象：当院受診者及び職員の 37 名。内訳は女性 35 名、男性 2名。最高年齢は 83 歳、最小年齢は 21 歳。 

唾液の酸化還元電位測定には、リブアンドラブ社の（アラ元気）機器を使用 

Mi-エナジーはレルテック医療器（株）製造の機器で、今回使用した機器の製造番号は 21ME-071036 です。その

導極板の設置様式は全員、両手足に当てる、基本型で実施。 

症例数：この療法 15分間実施の 4 回と 30 分実施の 36 回とを合わせた、延べ 40 回(実人数 37 名）。 

結果：Mi-エナジー実施で、唾液の酸化還元電位がマイナスに減少した回数は 14 回（-26 から-1mv)で、逆に変

化なしか増加した回数は 26回（0 から+62mv),全体 40 回の平均は+9.55mv でした。 

すなわち、Mi-エナジーによる、唾液への酸化還元効果は個人差があること、また、酸化効果の方が有意に大き

いことが判明しました。（使用前後の平均値の有意差検定を、対応あり、両側検定の T-test で行い、P≒0.00708

となり、有意水準 1％で、平均値は等しいとの帰無仮説は否定されました。すなわち、有意に逆効果となりまし

た。） 

電位治療器 Mi エナジー実施前後の唾液酸化還元電位の変動（グラフ 5） 

 

The END 
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Miエナジー実施後唾液酸化還元電位の変動

40人（女性のべ35人、のべ男性5人）

Miエナジー実施前唾液酸化還元電位mV Ａ

Miエナジー実施後の唾液酸化還元電位mV Ｂ

P≒0.00708


